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令和５年１０月１７日発行 

平澤 興氏の精神 『人間 その無限の可能性』  『おろかしき誠実 もえる情熱 へこたれぬ忍耐』 

ゆめ      おり       ばし 

【教育目標】 
 
自立に向かう生徒 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分たちで考え、自分たちで行動する  フォロワーシップとリーダーシップを発揮する 
９月９日（土）に令和５年度味方中学校体育祭が行われました。夏休み前から、パネル、応援、競技の準備を丁寧に行ってき

た成果が、体育祭当日に現れていました。「自分たちで考え、自分たちで行動する」を大切にしてきた体育祭。リーダーシップ

とフォロワーシップを互いに発揮する体育祭。体育祭準備、予行練習では、悩み、迷い、試行錯誤する姿が多く見られました。

このことがとても大事です。悩むからこそ、うまくいかないからこそ、試行錯誤するからこそ新しいものを創り上げることがで

きるし、力をつけることが出来るからです。また、フォロワーシップがリーダーシップを引き出すこともこの体育祭でまなびま

した。仲間を支援する素敵な姿も多く観られました。令和５年度味方中学校体育祭を通して、１０５人一人一人に大きな学びが

ありました。 

 

 

 

 

 

 
   

 

  

 

 

＜生徒の振り返りより ”体育祭で自分が頑張ったこと 体育祭を通して自分が成長したこと 体育祭から学んだこと”＞ 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

体育祭を終えて 

Nennsei  
＜保護者、地域の方より＞ 

～温かいメッセージをいただきました！ありがとうございます！～ 

○ 今年の体育祭は、子どもたちの主体性が見られた、見応えのある素晴らしい体育祭でし

た。 

当日を迎えるまでの過程も、考え、悩み、チームで相談し、一つのものを作りあげると

いう大変さを感じていたようです。辛い時期もあったようですが、人それぞれ考え方が

違う中、意見を取り入れたり、まとめるという経験ができたようです。また、３年生

は、最後の体育祭で、子どもたちみんな自ら楽しもうという気持ちが見られ、見ていて

とても微笑ましく、また、感動しました。１～３年生で学年問わず楽しんでいた姿も印

象的でした。それも、先生方が子どもたちの思いを尊重してくださり、やりたい思いを

しっかりと受け入れてくださったからこそ、子どもたちは伸び伸びと楽しめたのだと思

います。最高の体育祭でした。ありがとうございました。 

 

○ 味方中学校は、学年関係なく全校が仲のよい学校で、本当によかったです。体育祭で

は、みんな生き生きとしていて観ていて嬉しかったです。よい姿を見ることができ、と

ても温かい気持ちになりました。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度体育祭要項 生徒の手書きによる競技要項です。詳細な見

取り図と運営計画、注意事項がびっしりと書いてあります。お見事！ 

 

当日に至るまでの 

過程が重要 
 

スムーズにいかない 

うまくいかない 

思うようにいかない 

焦りや不安もあった 

だけど 

楽しさや協力や 

工夫や知恵や 

思いやりや配慮 

を大切にして 

体育祭を 

創ってきたこと 

ここに価値がある 

生徒主体の予行練習 

マイクを持って話すのは生徒 

予行練習を運営するのは生徒 

励ましアドバイスするのは教職員 

 

 

フォロワーシップ

と 

リーダーシップ 

 

どちらも欠かせな

いものです！！ 

 

体育祭前準備 

一層深まった味方中の絆 体育祭（９月９日） ～スローガン「協楽破壁」を目指して～ 


